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雑 :i

報， ' 
北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
一
九
九
六
(
平
成
人
)
年
九
月
十
七
日
(
火
)
午
後
二
時
よ
り

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
源
流

-
|
利
己
心
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
」

報

告

者

水

田

氏

(
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
)

洋

出
席
者

三
五
名

水
田
氏
は
、
わ
が
国
に
社
会
思
想
史
と
い
う
分
野
を
誕
生
さ
せ
定
着
さ

せ
た
方
で
あ
り
、
ご
専
門
の
イ
ギ
リ
ス
思
想
史
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
の
日
本
市
民
社
会
論
を
理
論
的
に
も
あ
る
い
は
実

践
的
に
も
支
え
た
お
ひ
と
り
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で
報
告
が
な

さ
れ
た
後
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
な
お
、
本
講
演
は
思
想
史
研

究
会
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
と
は
な
に
か

一
七

O
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
邦
の
頃
か
ら
、
一
七
八
九
年
の

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
頃
ま
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
一
連

の
思
想
の
こ
と
を
指
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
及

び
ド
イ
ツ
の
啓
蒙
思
想
に
対
応
し
、
そ
れ
ら
と
合
流
し
た
。
対
照
的
に
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
啓
蒙
思
想
は
存
在
し
な
い
。

1 2 

研
究
史

わ
ず
か
に
一
九
六
七
年
か
ら
三
十
年
ば
か
り
の
研
究
史
し
か
な
い
。

川
前
史
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
デ
ィ
ヴ
ッ
ド
・
ヒ
ュ

l
ム
に
関
し
て
は
、
個
別
研

究
が
か
な
り
重
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
思
想
家
に
つ
い
て
は
、
ト

ァ
プ
・
ク
ラ
ス
数
人
に
つ
い
て
数
点
の
研
究
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
ず
、
集

団
と
し
て
の
研
究
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
主
要
な
研
究
者
・

研
究
書
と
し
て
は
、
ロ
イ
・
パ
ス
カ
ル
(
一
九
三
八
年
)
、
グ
レ
イ
デ
ィ

北法48(2・193)461 



報

ス
・
プ
ラ
ン
ス
ン
(
一
九
四
五
年
)
、
千
代
田
謙
(
一
九
四
五
年
)
を
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

雑

こ
の
よ
う
な
前
史
の
中
で
、
な
ぜ
一
九
六
七
年
以
降
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

啓
蒙
哲
学
研
究
が
リ
ヴ

7
イ
ヴ
ア
ル
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

凶
日
本
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
一
九
三
八
年
|
|
一
九
五
四
年

こ
の
時
期
の
日
本
の
ス
ミ
ス
研
究
は
、
講
座
派
お
よ
び
大
塚
史
学
の
影

響
が
強
く
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ
l
の
思
想
を
介
し
た
研
究
が
主
で
あ

っ
た
。

同
一
九
六
七
年
以
降

こ
の
時
期
に
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
に
対

す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
る
。

国
際
十
八
世
紀
学
会
で
、
相
次
い
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
特
に
叶
0
4
弓
印
『
己
目
白
ロ
広
間
口
目
立
。
ロ
C
『

円

宮

山

門

D
E谷
間
山
口
1

2
岡
町
丹
市
ロ
ロ
戸
市
三
の
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
た
一
九
七
五
年
の
ニ
ュ
ウ
ヘ
イ
ヴ

ン
大
会
の
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
他
に
も
、
一
九
七
六
年
か
ら
八
七
年
に

か
け
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
版
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
全
集
が
刊
行
さ
れ
ほ
か
、

一
九
八
六
年
に
は

E
C
5
5
5
が
創
立
さ
れ
た
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓

蒙
の
舞
台
と
な
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
、
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
、
ア
バ
デ
ィ

l
ン
で

そ
れ
ぞ
れ
二
回
の
国
際
学
会
が
開
か
れ
た
。

日
本
で
も
、
経
済
学
史
学
会
・
社
会
思
想
史
学
会
・
日
本
十
八
世
紀
学

会
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
哲
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
研
究
が
急
速
に
進
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
J
-
G
・
A
-
ポ

l
コ
ッ
ク
の
主
著
『
マ
キ
ャ
ベ
リ
ア
ン
・
モ
メ
ン
ト
』
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(
一
九
七
五
年
)
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
提
唱
の
影
響
が
大
き
い
。
そ
の
後
D
・
フ
ォ

l
ブ
ス
に
よ
る
反
撃
も
あ

り
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
哲
学
を
め
ぐ
る
議
論
は

基
本
的
に
、
シ
ビ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
自
然
法
学
と
い
う
こ
つ
の

軸
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
ポ

l
コ
ッ
ク
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
め
ぐ
っ
て
は
、
イ
グ
ナ

テ
ィ
エ
フ
&
ホ
ン
ト
『
富
と
徳
』
(
一
九
八
三
年
)
を
一
応
の
成
果
と
し
て
、

そ
の
後
は
個
別
研
究
へ
と
進
み
、
現
在
も
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
ポ

i
コ
ッ
ク
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
の
距
離
に
よ
り
、
三
つ
の
グ
ル

l

プ
に
分
け
ら
れ
る
。
ポ

l
コ
ッ
ク
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
親
和
的
な
も
の
と
し

て
は
ド
ワ
イ
ヤ
ー
、
ホ

l
コ
ン
セ
ン
の
も
の
を
、
反
対
す
る
も
の
と
し
て

は
ス
キ
ナ

l
、
チ
ト
ニ
ス
の
も
の
を
、
中
立
的
な
も
の
と
し
て
フ
ィ
リ
ソ

プ
ソ
ン
、
ロ
ス
、
ホ
ン
ト
の
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

3 

源
流
と
し
て
の
可
能
性

シ
ビ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

(1) 



周
知
の
よ
う
に
、
ポ

l
コ
ッ
ク
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
エ
ル
リ
か
ら
ハ
リ
ン
ト

ン
を
経
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
へ
と
い
う
流
れ
の
思
想
的

系
譜
を
強
調
し
た
。
た
だ
し
、
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ユ
ア

l
ト
の
『
経
済

学
原
理
』
(
一
七
六
七
年
)
に
関
し
て
は
、
影
響
を
明
確
に
否
定
し
て
い

る
点
に
注
意
す
べ
き
。

ω
ス
ト
ア
哲
学

新
ス
ト
ア
主
義
と
し
て
当
時
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
大
き
な
影
響
を

持
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
例
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
な
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
』

5
H
5
F壱
巴

5
の
著
作
の
数
か
ら
も
そ
の
大
き
さ

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

間

大

陸

自

然

法

北海道大学法学部法学会記事

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
と
ロ
!
マ
法
の
関
係
の
深
さ
は
、
つ
と
に
指
摘
さ

れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
プ

l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の

主
要
著
作
の
所
蔵
数
に
よ
り
、
そ
の
影
響
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
カ

1
マ
イ
ク
ル
に
よ
る
プ

l
へ
ン
ド
ル
フ
法
学
の
編
集
(
一
七
一

八
年
)
も
大
き
な
影
響
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
法
学
講
義

(
B
ノ
l
ト
)
で
は
、
自
然
法

学
の
代
表
者
と
し
て
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
ホ
ッ
プ
ス
、
コ
ッ
ケ
イ
を
あ
げ
て
い

る
が
、
ス
ミ
ス
に
は
ホ
ッ
プ
ス
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
自
然

法
学
と
自
然
法
思
想
と
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
。

凶

経

済

学

1
1
1
時
論
と
理
論

当
時
は
体
系
化
の
試
み
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
ジ
エ
イ
ム

ズ
・
ス
チ
ュ
ア

l
ト
(
一
七
六
七
年
)
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ケ
ネ

l

(
一
七

五
八
年
)
の
著
作
で
あ
る
。
時
論
と
理
論
が
分
裂
し
た
一
つ
の
典
型
は
ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
体
系
化
の
試
み
の
中
に
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
哲
学
の
源
流
の
一
つ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
道
徳
哲
学

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
ホ

y
ブ
ス
円
V

ロ
ッ
ク
nv
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
nv
ハ
チ

ス
ン
と
い
う
道
徳
哲
学
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
利
己
心
の
哲
学
者
で
あ

る
マ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
批
判
を
含
む
と
い
う
点
で
特
徴
づ
け
う
る
が
、
そ
こ
で

は
マ
ン
ド
ヴ
イ
ル
思
想
は
否
定
し
え
て
は
い
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

は
ハ
チ
ス
ン
を
通
じ
て
こ
の
道
徳
哲
学
の
流
れ
が
継
承
さ
れ
た
。
ハ
チ
ス

ン
は
多
く
の
場
合
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
中
核
的
人
物
と
さ
れ
る
が
、

ヒ
ュ

l
ム
に
と
っ
て
も
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
も
何
口
問
Z
急
で
あ
り
つ
づ
け
た

こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ハ
チ
ス
ン
思
想
は
、
短
命
な
ア
イ
ア
ラ
ン

ド
啓
蒙
思
想
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
道
徳
哲
学
は
、
ヒ
ュ

l
ム
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ス
の
継
承

と
ハ
チ
ス
ン
批
判
と
し
て
、
ま
た
ス
ミ
ス
に
お
け
る
マ
ン
ド
ヴ
イ
ル
支
持

と
い
う
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

po 
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カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム



報

北法48(2・196)464

雑

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
宗
教
改
革
を
経
て
、
教
会
内
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
、
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
ら
モ
デ
レ
イ
ツ
が
勝
利
す
る
。
そ
の
中
で
ス
ト
ア
哲

学
の
影
響
を
受
け
、
孤
立
人
の
利
己
心
と
恵
み
深
い
神
と
い
う
観
念
が
広

が
る
。
ま
た
他
方
で
理
神
論
・
無
神
論
へ
の
傾
斜
も
見
ら
れ
る
。
国
教
会

の
ラ
テ
ィ
テ
ユ
デ
ィ
ネ
リ
ア
ン
か
ら
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

間

合

流

点

以
上
の
源
流
の
合
流
点
と
し
て
ア
メ
リ
カ
革
命
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
れ
は
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
テ
ス
ト
の
場
と
も
言
い

う
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
テ
ス
ト
に
も
ち
こ
た
え
た
の
は
、
ヒ
ユ
|

ム
と
ス
ミ
ス
だ
け
で
あ
っ
た
。

(
文
責

井
上
匡
子
)


